RILEMニュース

RILEM TC-ACD

の概要

材料施工委員会 RILEM小委員会

　RILEM TC-ACD（Acoustic Emission and Related NDE Techniques for Crack Detection and Damage Evaluation in Concrete：コンクリートのクラック検出と損傷評価のためのAE法と関連する非破壊評価法に関する研究委員会）の概要は以下のとおりである。
委員会の設置経緯
　1999年から2004年まで、シュツットガルト大学のReinhardt教授に委員を依頼されて、TC-ATC（Advanced Testing of Fresh Cementitious Materials）の活動に参加していたが、昨年、非破壊試験の別の委員会が終了することになった。そこで、これらの委員会を統括するCluster Aの委員長であるスイス連邦工科大のvan Mier教授から委員会設置の要請があり、2004年3月のEvanston、米国でのRILEM年春季大会に標記の委員会を申請した。一方、前回までの非破壊委員会はボルドー大学のBreysse教授が引き継ぐ形で、TC-INR（Interpretation of NDT results and assessment of RC structures）を提案し、二つとも2004年から2009年までの活動が認められることになった。
委員構成

筆者が主査の委員会であるので、できる限り日本の研究者に参加していただく方向で委員をお願いし、以下のような主要なメンバーに参加していただいている。なお、委員は流動的で今後も参加は歓迎している。
　主査：大津政康（Kumamoto University）、書記長：塩谷智基（Tobishima Corporation）、委員：重石光弘（Kumamoto University）、Thomas Vogel（ETH Zurich、Switzerland）、Christian Grosse（Unversity of Stuttgart、Germany）、Mike Forde（University of Edinburgh：U.K.）、J.G.M.van Mier（ETH、Switzerland）、鎌田敏郎（Gifu University）、Martin Krause（BAM、Germany）、湯山茂徳（Nippon Physical Acoustics）、六郷恵哲（Gifu University）、John Popovics（The University of Illinois、U.S.A.）、Jason Weiss（Purdue University'、U.S.A.）、D.Breysse（University of Bordeau）、A.Moczko（Wroclaw University of Technology）
　Breysse教授と筆者は、お互いに委員として参加し、風通しをよくし委員会相互の情報を共有することを確認している。さらに、Moczko教授はTC-INRの書記長であるが、AEの研究で旧知の間柄であり、彼からの強い要望でアクティブな委員としての活動をお願いしている。
委員会活動

　昨年の3月に設置が承認されたという話は、van Mier教授からは知らされていたが、RILEMの事務局からは7月まで連絡がなく、第1回の委員会は昨年9月の筑波でのRILEM Weekということになった。その結果、国外からの参加者はなく国内の委員のみで筑波で第1回委員会を開催するという急な話となった。現実に、Breysse教授の第1回目はパリで9月末に開催となり参加し、このぐらいの時期にヨーロッパでできればよかったと反省した。

  そうは言っても、やはりはじめは日本での開催が不可避と考え、第1回の委員会の席で、次回は熊本で開催することを決定した。1999年来、熊本でKIFA（Kumamoto International Workshop on Fracture、AE and NDE in Concrete）を開催してきており、KIFA-3は2003年にTC-ATCの熊本での開催にあわせて実施した事績もあった。そこで、2005年7月にKIFA-4を開催し、それに続いて第2回TC-ACDを開催する計画を立案した。

KIFA-4および2nd TC-ACD Meeting
　本年7月14日にKIFA-4を、7月15日に2nd TC-ACD Meetingを企画した。KIFAのシリーズでは、基調講演を呼び物にしている。筆者が現在熊本大学で担当している21世紀COEプロジェクト「衝撃エネルギー科学の深化と応用」も加味し、衝撃破壊力学の分野から筆者の旧友であるウィーン工科大学のRossmanith教授を招いた。このほかに3件の基調講を、TC-ACDの委員からvan Mier教授、Forde教授、Grosse博士にお願いした。参加者は、米国（1名）、英国（2名）、ドイツ（1名）、オーストリア（1名）、フランス（2名）、スイス（4名）、オランダ（1名）、ロシア（2名）、ポーランド（1名）、インド（1名）エジプト（1名）、トルコ（1名）、バングラディシュ（1名）の13カ国から19名を加えて、総勢57名となった。7月14日の会場は、熊本城の正面に位置する熊本市国際交流会館の国際会議室である。写真のように円卓の会議室で、57名という出席者数とまさに合致した会場であった。
7月15日は、朝10時30分までKIFA-4を開催し、午前11時より、同じ会場を使用して、写真のように2nd TC-ACD Meetingを開催した。出席者は委員12名、ゲスト11名の総勢23名であった。ここでは、岐阜大学の鎌田先生による土木学会コンクリート委員会326小委員会の活動報告をお願いし、TC-ACDでの委員会活動との連携について話題提供の後、質疑を行った。それに続いて、第1回の委員会で話し合ったベンチマーク試験の可能性について、筆者からの提案と相談を行った。多くの委員から積極的な意見をいただき、これらを踏まえて実施案の検討に入ることになった。

　最後に次年度の委員会は、来年3月までに米国での第3回の開催、そして6月のForde教授主催のエディンバラでのStructural Faults & Repairの会議に併催して第4回の開催を計画して閉会となった。
大津政康／熊本大学
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2nd TC-ACD Meetingの様子






